早稲田大学ショパンの会　規約
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成10年12月17日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成11年1月1日施行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成14年1月20日一部改正
平成21年8月3日一部改正

平成22年8月5日一部改正
第1章 総則
第1条 【名称】
本会は、その正式名称を「早稲田大学ショパンの会」と定める。
また、その略称を「ショパンの会」と称する。
第2条 【本部】
本会は、その本部を東京都新宿区戸山１－２４－１早稲田大学新学生会館内に置く。
第2章 目的
第3条 【目的】
本会は、ピアノを中心として、音楽と触れ合う喜びを共に享受することを通して、会員相互の親睦を深めることを目的とする。
第3章 活動内容
　
第4条 【活動内容】
本会は、前条の目的を達成するために、以下の活動を行う。
１　演奏会　
２　例会
３　合宿
４　その他
第4章 組織
第5条 【会長】
本会は、会長として、早稲田大学職員を顧問に置く。
第6条 【会員資格】
①　本会会員は、早稲田大学学部生・院生あるいは大学学部生・院生の資格を有すること、また当該会費納入者であることを要する。

②　入会金・新歓活動費・前期会費・後期会費を会費とする。ただし、入会金は新入会員のみが納めることとし、新歓活動費は卒業生を除く前年度会員が納めるものとする。

　　なお、入会金および新歓活動費は3000円とし、前期会費および後期会費は4000円とする。

③　本会会員は、本規則に従う義務を有する。
第7条 【入会】
入会に際し、規定の入会金と当該期会費を納入しなければならない。また、既納金の返還は行わない。

第8条 【仮入会】

　　役員は入会資格を有する者のうち過去にショパンの会の主催する定期演奏会に参加した事の無い者を仮会員として登録する事が出来る。

第9条 【仮会員】

①仮会員はショパンの会の主催する定期演奏会への出演資格を有する。

②仮会員の登録はその登録後最初の総会において解除される。

第10条 【退会・再入会・休会】
①　期限までに会費を納入しない者を退会とする。
②　幹事長が認めた場合に限り、休会を認める。なお、休会の意思表示期限は総会までとする。

第５章  役員・チーフ
第11条 【役員】
本会は、退任時に学部第２学年である会員の中から、次のとおり役員を置く。但し、選任時に第２学年である会員の中に適任者がいない、若しくは著しく人数が不足する場合には、その役職に第１学年から役職を置くこともある。
１　幹事長
２　副幹事長
３　会計担当者
４　総務担当者
５　事務担当者
６　定期演奏会担当者
第12条 【幹事長及び副幹事長の選任・罷免】
①　幹事長は、当該学年会の協議のうえで選出され、総会における信任投票により、総会議席数の３分の２以上の賛成をもって信任される。また、不信任になった場合は、当該学年会の中から再選出され、総会議席数の３分の２以上の賛成をもって信任される。
②　幹事長の罷免は、総会における投票により、総会議席数の３分の２以上の合意をもって決議される。
③　副幹事長の選任及び罷免は、本条第１項及び第２項に準ずる。但し、不信任となった場合は、当該学年会及び第１学年の中から再選出され、総会議席数の３分の２以上の賛成をもって信任される。
第13条 【その他の役員の選任・罷免】
①　幹事長及び副幹事長は、その他の役員を当該学年会の協議のうえで選出し、その個々について、総会における信任投票により、総会議席数の３分の２以上の信任を受けなければならない。また、選出されたその他の役員が総会において不信任になった場合は、当該学年会及び第１学年の中から再選出され、総会議席数の３分の２以上の賛成をもって信任される。
②　各役員の罷免は、総会における投票により、総会議席数の３分の２以上の合意をもって決議される。
第14条 【幹事長及び副幹事長の職務】
幹事長は、本会を代表し、本会の活動を総括する。副幹事長は幹事長の補佐をし、幹事長に事故のある場合には、その職務を代行する。
第15条 【その他の役員の職務】
①　総務担当者は、本会の合宿など親睦を目的とする活動を運営・管理する。
②　事務担当者は、本会の内政を記録・管理し、対外的な広報活動をする。
③　会計担当者は、本会の会計を統括・管理する。
④　定期演奏会担当者は、演奏会及び例会などの演奏に関わる活動を運営・管理する。

第16条 【チーフ】

　　本会は、退任時に学部第１学年である会員の中から、次の通りチーフを置く。

　　　①チーフ長

　　　②ステージマネジンメントチーフ

　　　③受付チーフ

　　　④ドアマンチーフ

　　　⑤看板チーフ

　　　⑥カメラチーフ

　　　⑦録音チーフ

　　　⑧アナウンスチーフ

　　　⑨ホール予約チーフ

第17条 【チーフの選任・罷免】

　　  ①各チーフは、当該学年会の協議のうえで選出され、総会における信任投票により、幹事会
の過半数以上の賛成をもって信任される。また、不信任になった場合は、当該学年会の中から再選出され、総会の過半数以上の賛成をもって信任される。

②各チーフの罷免は、総会における投票により、総会の３分の２以上の合意をもって決議される。

第18条 【チーフの職務】

　　　①　チーフ長は、各チーフの全体の仕事を管理し、演奏会におけるシフトを管理する。

②　ステージマネジンメントチーフは、演奏会におけるステージのセッティングを管理する。

　  ③　受付チーフは、演奏会における受付の設営と管理をする。

　  ④　ドアマンチーフは、演奏会におけるホールのドアの管理をする。

　  ⑤　看板チーフは、演奏会における看板の作成および管理をする。

　  ⑥　カメラチーフは、演奏会の様子を撮影・管理する。

　  ⑦　録音チーフは、演奏会の演奏を記録・管理する。

　  ⑧　アナウンスチーフは、演奏会におけるアナウンスを統括・管理する。

　  ⑨　ホール予約チーフは、演奏会で使用するホールを予約・管理する。
第19条 【任期】
役員およびチーフの任期は、１月１日より１２月末日までの１年とし、原則として、１２月に開催される定期総会において改選される。
第6章 総会
第20条 【地位】
本会における最高意思決定機関として、総会を置く。
第21条 【権限】
総会は、以下の権限を有する。
　　１　幹事長が提出する活動報告・活動計画の承認
　　２　運営費に関する承認
　　３　幹事会新役員の承認
　　４　その他重要事項に関する承認
第22条 【成立】

総会は、総会員数の３分の２以上の会員の出席をもって成立する。

第23条 【召集】

　　総会の召集は幹事会が行う。なお、定期総会の告知は半月以上前までになされなければならない。

第24条 【時期】

①　定期総会は、毎年８月と１２月に開催する。

②　幹事会は、必要に応じて臨時総会を招集することができる。また、幹事会は、総会員数の３分の２以上の会員の請求があった場合、速やかに臨時総会を招集しなければならない。

第25条 【遅刻・早退・欠席】
①　総会の開催予定時刻後３０分を経た後に到着する者を遅刻とする。
②　総会の閉会予定時刻前３０分より前に退場する者を早退とする。
③　総会を遅刻・早退・欠席する者は、事前に理由書と委任状を幹事会に提出しなければならない。
第26条 【議長】
総会の議長は、幹事会が役員外から選出し、総会出席会員の３分の２以上の信任を受けた者が務める。
第27条 【議席】
総会出席会員は、各１票ずつの議席を持つ。
第28条 【議決】
総会の議決は、この規約に特別の定めのある場合を除いては、総会出席会員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
第7章 幹事会
第29条 【組織】
幹事会は、各役員によって組織される。
第30条 【議決】
①　幹事会は、出席役員の過半数の合意をもって議決とする。
②　本会の活動計画及びその執行の総ては、幹事長の承認を必要とする。
第8章 会計
第31条 【運営費】
本会は、入会金・会費・新歓活動費・その他の費用によって運営される。
第32条 【職務】
①　本会の会計は、会計担当者が統括・管理する。
②　会計担当者は、総会員数の３分の２以上の会員の要求があった場合、速やかにその時点における会計状態を説明しなければならない。
第33条 【会計報告】
会計担当者は、定期総会において会計報告をし、承認を受けなければならない。
第34条 【入会金・会費の改正】
入会金・会費額の改正は、総会において全議席の３分の２以上の合意を必要とする。
第35条 【会計年度】
本会会計年度は、１月１日より１２月末日までの１年とする。但し、年度末決算の期日は、新旧会計担当者の合意によって設定することができる。
第36条 【予算】

会計担当者は、準規約第４章、第５章および第６章の事項に従わなければならない。
第9章 規約改正　
第37条 【改正】
本規約の改正は、総会において全議席の３分の２以上の合意を必要とする。
　　　　　　　　　　           附則
本規約に明記されていない事柄については、準規約として別に定める。
準規約
第1章 演奏会（卒業演奏会を除く）
第1条 【目的】
内外に演奏を披露することにより各自の音楽理解を広げ、また、演奏会に関する全ての運営を会員の手で行うことにより会員相互の親睦を深めることを目的とする。
第2条 【成立】
演奏会は、本会会員の出演申請者１０名以上をもって成立する。また、各演奏会の公示は、幹事会が行う。
第3条 【種類・時期】
本会が開催する演奏会の種類とその時期は、原則として次に挙げるとおりとする。

１　定期演奏会　　　　　　前期：６月　後期：１２月

２　新人演奏会　　　　　　１０月

３　新歓プチコンサート　　新歓期(４月もしくは５月)

４　早稲田祭特別演奏会　　１１月(早稲田祭期間中)

５　他大学合同演奏会　　　不定期

第4条 【出演申請者の資格】
演奏会の出演申請者は、出演申請時点において、会員資格を有する者であることのほかに次の資格を満たすことを要する。

①　〔定期演奏会〕なし

②　〔新人演奏会〕原則として入会２年目以内の会員。

③　〔新歓プチコンサート〕なし

④　〔早稲田祭特別演奏会〕なし

⑤　〔他大学合同演奏会〕原則としてなし。ただし、出演申請者が多数の場合は、幹事会が協議のうえ出演者を決定することができる。

第5条 【出演申請の方法】
演奏会の出演の方法は、幹事会の定める形式・期限に従い、書面で通知することとする。
第6条 【出演者の義務】
演奏会の出演を認められた者は、さらに次の義務に従うことにより、当日の出演資格を得る。
　　　１　定められた期日までに全ての提出物・出演料納入を完了すること。
　　　２　演奏会開催に伴う仕事分担を負い、且つ遂行すること。
第7条 【出演申請のキャンセル】

出演申請後、その申請をキャンセルした場合、以下のキャンセル料を支払う義務を負う。

１　[演奏会の一週間以内]　申請時、予定された演奏料の50%

２　[演奏会の当日]　申請時、予定された演奏料の100%

　　ただし、申請時に予測不可能で不可避な事柄によって出演が出来ず、当人には責任がないと

幹事会が認める場合は、キャンセル料を免除することができる。
第8条 【処分】
①　準規約第５条に違反した者の出演申請は、一切これを受理しない。
②　準規約第６条に違反した者の出演は、一切これを認めない。
　
第2章 卒業演奏会
第9条 【目的】
本会会員の卒業にあたり、これを祝い卒業者の在会中の労をねぎらうことを目的とする。
第10条 【成立】
卒業演奏会は、当該学年の出演申請者１名以上をもって成立する。また、その公示・運営は、当該学年より選任される同演奏会責任者が行う。
第11条 【時期】
卒業演奏会は、卒業年度の３月に開催する。但し、同演奏会責任者が不適当と認める場合は、この限りではない。
第12条 【出演者の資格】
卒業演奏会の出演者は、同年度の学部・大学院卒業者であること、また出演申請時点において会員資格を有する者であることを要する。但し、同演奏会責任者が適当と認める場合はこの限りではない。
第13条 【幹事会との提携】
同演奏会責任者は、同演奏会開催に関して、幹事会に対して補助金を申請し、また、準備活動の協力を申請することができる。この場合、同演奏会開催に関して、幹事会が補助金・労力援助において必要とする事柄を明らかにすることを要する。
第3章 例会
第14条 【目的】
演奏会活動の一環として会員に演奏発表の場を提供すること、また、会員相互の親睦を深めることを目的とする。
第15条 【成立】
例会は、本会会員の出席者１０名以上をもって成立する。また、幹事会は、毎月の例会開催予定を、前月中に会員へ伝達する義務を有する。
第16条 【時期】
例会は、原則として毎月１回以上、土曜・日曜・祝日、または大学の定める休日の午後に行う。
第17条 【進行】
例会の進行は、幹事会役員が行う。
第4章 伴奏者

第18条 【伴奏者】

楽曲の主たる部分を奏する一人ないし複数の奏者と共に、楽曲構造を充足させるために副次的に演奏する者を伴奏者とする。

第19条 【伴奏者の出演資格】
①伴奏者はショパンの会の主催する定期演奏会への出演資格を有する。
②伴奏者のうち会員資格を持たないものがショパンの会の主催する演奏会に於いてピアノ以外の楽器を奏する場合、これを認めない。

第5章 予算
第20条 【予算】
会計担当者は幹事会と協力し、半期毎に予算を作成する。定期総会において、当該総会以降半期分の予算を提案し、承認を得なければならない。
第21条 【目的】
予算を立てることで、事前にサークル運営に必要な費用の分配計画を明確にし、円滑な会計業務を行うことを目的とする。
第6章 支出
第22条 【支払】
会計は予算に従って、支払をする。予算に含まなかった費用の支払いについては、会計担当者が判断をする。その際、収支差と必要性を基準とする。会計が支払いを認めない場合は、幹事会の判断を必要とする。
第23条 【特別措置】
幹事会で支払いが認められなかった場合について、サークル会員の過半数以上の賛同がある場合、会計に支払いの義務が生じる。なお、この時、賛同者が会計収支差を考慮していることを前提とする。
第24条 【報告】
会計担当者は規約第８章第２７条に基づき、定期総会において支出について会計報告をし、承認を受けなければならない。
第7章 管理
第25条 【管理責任】
規約第８章第２６条に基づき、会計担当者は本会の会計を統括・管理し、その会計に責任を持つ。
第26条 【免責】
会計管理において、金銭の紛失が生じた場合は会計担当者の責任とする。しかし、以下の条件を満たす場合は幹事会で責任の所在を判断し、対応することとする。
・盗難被害に遭い、その旨を迅速に警察に報告した場合。
・通帳、カードに暗証番号を明記するなど、盗難被害にあった場合に金銭の紛失可能性を高める行為をとっていない場合。
第8章 準規約改正
第27条 【改正】
本準規約の改正は、総会において、全議席の過半数以上の合意を必要とする。
　　　　　　　　　　    附則
本準規約に明示されていない事柄に関しては、細則として別に定める。
細則（企画物の全体企画化に関して）
第1条 【条件】
　以下の条件を満たす企画に限り、総会の承認を経ずに全体企画として活動することを認める。
＜第1項 目的＞
企画の目的は、規約第２章第３条に基づく目的に沿ったものでなければならない。
＜第２項　人数＞
会員に公示・募集を行い、会員１５名以上が参加する企画を対象とする。なお、複数学年１
名を含まなければならない。
＜第３項　代表者と会計＞
第２項を満たす企画において、企画参加者から代表者と会計担当者を各々１名任命する。
＜第４項　会計担当者の義務＞
第３項に依り任命された会計担当者は、当該企画で支出した物品等に関する領収書を保管す
る。また、その領収書に基づき、直近の前期・後期総会において会計報告する義務を負う。
第2条 【会計】
　第１条を満たす企画に限り、以下の条項を認める。
＜第１項　見積りと上限＞
企画の会計担当者は事前に見積りを立てる。その際、原則として、当該企画に許容される金
額は、企画参加者人数に2,000円を掛けた額までとする。（最低額は15名×2,000円＝30,000
円）尚、当該企画において此の許容額を超えて更に支出が必要な場合は、幹部学年幹事長・
会計担当者に相談を行い、承認を得る。
＜第２項　支出方法・支出対象＞
支出方法・対象は規約に準じる。
　　　　　　
第3条 【適用範囲】
　本細則は、適用可能性吟味の時点で進行中の企画にも随時適用される。
第4条 【改正・廃止】
本細則の改正・廃止は、総会において過半数の合意を必要とする。
